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神田日勝記念美術館
KANDA NISSHO MEMORIAL MUSEUM of ART

開館時間
10：00～17：00
（最終入場16：30）

アクセス

1.帯広市内から
バス
JR帯広駅バスターミナル④番乗り場から
北海道拓殖バス51・52・53系統
「鹿追・新得・然別湖線」乗車、
「神田日勝記念美術館前」下車
（所要時間1時間）
自家用車
帯広市内から約45分（約30km）
帯広空港からは芽室ICまで高速利用で
約1時間（約55km）

2.札幌市内から

❶JR新得駅まで約２時間、新得駅から北海道拓殖バス
　53系統「鹿追・新得・然別湖線」に乗車、
　「鹿追役場前」下車（約30分）、バス停から徒歩5分
❷JR帯広駅まで約2時間30分

電車＆バス
JR札幌駅から帯広行特急「とかち」
もしくは釧路行特急「おおぞら」に乗車、
①JR新得駅か②JR帯広駅で下車

3.東京方面から
飛行機
羽田空港から帯広空港まで約1時間30分、
空港連絡バスでJR帯広駅まで約30分
＊新千歳空港利用の場合は
　JR南千歳駅で帯広釧路行特急に乗り換え

自家用車
札幌市内から車で約3時間（約180km）
＊十勝清水ICまで高速利用

観覧料
1.通常券

一　　  般　530（470）円

高 校 生　320（260）円

小中学生　210（150）円

未就学児　無料

2.福原記念美術館との
　共通入館券

一　　  般　700円

高 校 生　300円

小中学生　200円

〒081-0292 北海道河東郡鹿追町東町3丁目2
3-2, Higashimachi, Shikaoi, Kato, Hokkaido, Japan 081-0292

tel.0156-66-1555／fax.0156-67-7855
https://kandanissho.com

＊障がい者手帳（療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳、身体障害者手帳）持参
の方は無料（介添者1名無料）

＊駐車場は「道の駅しかおい」駐車場をご利用ください

神田日勝　デッサン帳　D-7-14より　1969年頃　個人蔵

　神田日勝（1937-1970）は、1945年8月、終戦直前に東京から拓
北農兵隊の一員として北海道鹿追村に疎開し、農民として画家と
して激動の時代を生きました。厳しく過酷な開拓者の日常を背負
いながら、たくましく成長した画家は、やがて一人の人間として
激動する社会の中で人間性を追求し、「あの真っ白なキャンバス
の上に、確かな生命の痕跡を残したい」と、自らの生きざまを作
品に描きこみ、驚くほどの画風に変遷を経ながら、リアリズムの
画法を独自に切り拓いていきました。厳しい開拓の労働の寸暇を
惜しんで、地元の平原社展、全道展、そして独立展を中心に積極
的に応募し、瞬く間に名声を轟かせつつありましたが、1970年8
月、あまりにも突然に病魔に倒れたのです。
　鹿追町立神田日勝記念美術館は、わずか32歳の若さで生涯を閉
じた画家の死を悼む多くのファンの熱意と長年の建設運動が実を
結び、1993年6月に「神田日勝記念館」として美術館の第一歩を
踏み出しました。
　当館オープン以来、広く北海道内外の美術作家展をはじめ、各
種事業を展開してきましたが、2019年にはNHKの連続テレビ小
説『なつぞら』に登場する青年画家「山田天陽」のモチーフとさ
れたこともあり、全国的に存在が知られるところとなりました。
作家没後50年を経て、作品と共にのこされた寄稿文からは、今な
お生きること・描くことへの深い洞察の姿を感じ取っていただけ
るものと思います。
　代表作《馬（絶筆・未完）》は、鑑賞者の心に声なき声を囁き
かけていますが、日勝作品の展示はもとより、美術館相互の事業
連携の機運が高まっている時代にあって、改めて地域の芸術文化
活動の拠点として多くの皆様に親しんでいただき、新たな時代の
新たな美術館の在りようを模索しながら、未来志向の運営を心が
けています。

2023年3月　神田日勝記念美術館館長

©Katsuaki Sato 2019

神田日勝記念美術館
神田日勝の作品その他資料を収集し、保管し、展示して
広く美術を通した町民の交流とふれ合いの場をつくり、

地域文化及び生涯教育の振興に寄与するため設置されました。
（神田日勝記念美術館条例）

沿　　　革
1983年 神田日勝記念館建設準備会 発足
1985年 神田日勝記念館建設実行委員会 発足
1988年 神田日勝記念館準備室 設置
1993年3月 神田日勝記念館竣工
1993年6月17日 神田日勝記念館開館
2006年4月1日 神田日勝記念美術館として改称

ご利用案内
〇貸出用車椅子、貸出用ベビーカー（各2台）を備えています。
〇多目的トイレを設置しています。
〇館内にはコインロッカーがございます（100円硬貨が必要、利用後返却）。
〇コインロッカーに入らないスーツケース等は受付でお預かりします。
〇館内は盲導犬・聴導犬・介助犬の同伴入場が可能です。
〇駐車場は「道の駅しかおい」と共同です（170台）
〇車椅子用の駐車場は隣接する鹿追町民ホールにあります。
〇授乳室・託児所等はございません。おむつ交換台が女性用お手洗い
内にございます。
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2023 7
日 月 火 水 木 金 土

2023 11
日 月 火 水 木 金 土

2024 3
日 月 火 水 木 金 土

2023 6
日 月 火 水 木 金 土

2023 10
日 月 火 水 木 金 土

2024 2
日 月 火 水 木 金 土

2023 5
日 月 火 水 木 金 土

2023 9
日 月 火 水 木 金 土

2024 1
日 月 火 水 木 金 土

2023 4
日 月 火 水 木 金 土
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2023 8
日 月 火 水 木 金 土

2023 12
日 月 火 水 木 金 土

休館日カレンダー 休館日

4校目



2023.4.9（日）まで 神田日勝記念美術館

2022年度コレクション展Ⅱ   日勝が駆け抜けた時代

2023.4−2024.3

日勝の絵画に描かれている様々な「時代をあらわす」イメージに注目し、日勝
がその作品を描いた当時の文化・風俗との繋がりについて探っていきます。

2023.4.12（水）～2023.6.4（日） 神田日勝記念美術館

2023年度コレクション展Ⅰ   神田日勝 未完のキャンバス Part2
十勝の大地に生きた青年画家・神田日勝（1937-1970）。その代表的な作品
を、「未完」の作品と「若き日」の歩みに焦点をあわせた展示構成でご紹介
します。
18歳で画家デビューを飾る若き日
の作品群から出発し、画家として足
場を築く20代の代表作、そして32
歳で病没する寸前まで筆を入れてい
たとみられる未完の風景画と「絶
筆」として知られる代表作《馬（絶
筆・未完）》をご覧いただきます。

Event Schedule

2023.8.11（金・祝）～2023.10.28（土） 神田日勝記念美術館

開館30周年記念展Ⅱ   神田日勝×岡田敦 幻の馬
本展は、神田日勝の絵画が並ぶ空間で、北海道出身の写真家・岡田敦
（1979- ）の作品群をご覧いただける、コラボレーション企画展です。
北海道根室半島沖に浮かぶ「ユルリ島」。戦後高度経済成長期に漁業の場とな
っていたこの島は、現在は北海道の天然記念物に指定された無人島となり、か
つて島民の生活を支えていた馬たちの子孫が、人の営みから遠く離れ、数頭の
群れをなして暮らしています。そんな彼らの姿をおさめた岡田の写真は、いず
れ消えゆく命を捉えながらも、えも言われぬ幻想的な空気をまとっています。
日勝もまた戦後50年代、60年代を鹿追で馬耕に勤しみながら過ごし、未完の
馬の絵をのこして32歳で夭折しました。半身の姿で永遠にのこされることとな
った馬は、観る者の想像
力を掻き立て、その幻の
完成像を各々の胸中に抱
かせることでしょう。
日勝の手、岡田の眼によ
って、作品として永遠の
命を吹き込まれた「馬」
たちの「邂逅」にどうぞ
ご注目ください。

2023.6.7（水）～2023.8.6（日） 神田日勝記念美術館

開館30周年記念展Ⅰ   よみがえる全十勝美術展
神田日勝が1967年に参加した十勝画壇のグループ展「全十勝美術展」（2
月22日～2月26日、帯広市民劇場）は、東京・札幌の美術公募展入選者を
集めた当時の十勝画壇の〝報告展〟の性格を持ち、当時の出品目録による
と、26名の作家による絵画や彫刻35点が会場に並びました。
1960年から活躍の場を札幌(全道展)や中央(独立展)に広げていくも、終生
その活動拠点を鹿追に置いた日勝にとって、生涯続いた十勝画壇との交流
は、中央画壇の情報を間接的に得
られる研鑽の場であったでしょ
う。と同時に、当時の地元紙の記
事から、日勝が目玉作家であった
こともうかがえることから、日勝
の存在によって十勝の若手同士が
切磋琢磨する場となり得た側面も
あったでしょう。
本展では、この全十勝美術展出品
目録をもとに、同展出品作家の顔
ぶれや出品作の所在を調査し、再
現展示を試みます。

担当学芸員によるギャラリー・トーク（全3回）
日時：6/10（土）、7/8（土）、8/5（土）　いずれも14：00～（30分程度）
会場：本展会場　参加無料（要観覧券）

美術講座
日時および会場：調整中
※詳細は展覧会チラシおよび当館HPにてご案内します。

その試みを通じて、日勝と同展との
関わりや他作家との影響関係、60
年代当時の画壇の熱気、さらには
戦後十勝の美術史の様相をご覧い
ただきます。

オープニング・トーク
日時：8/11（金・祝） 14：00～14：40　　会場：本展会場 参加無料（要観覧券）

第31回馬耕忌講演会
日時：8/27（日）14：00～16：00　　会場：鹿追町民ホール
※詳細は展覧会チラシおよび当館HPにてご案内します。

2023.12.13（水）～2024.4上旬 神田日勝記念美術館

2023年度コレクション展Ⅱ×ミニ企画展   日勝×〈文学〉展
神田日勝やその作品が作中に登場する小説やエッセイ、あるいは脚本
に注目し、〈文学〉のなかの日勝、日勝作品の語られ方を探る展覧会で
す。なかでも、1979年の米村晃
太郎『土くれ』と、2019年の
NHK連続テレビ小説『なつぞら』
には、日勝をモデルとした人物が
登場します。これらの人物像とス
トーリー分析を通して、フィクシ
ョンの中でつくられた画家のイメ
ージ像に迫ります。

2023.11.1（水）～2023.12.10（日）
前期：11.1（水）～11.19（　）　後期：11.21（火）～12.10（日）

神田日勝記念美術館

2023.10.3（火）～2023.10.10（火） 鹿追町民ホール

開館30周年記念展Ⅲ   第2回躍動する十勝の美術作家展
独自のリアリズムを追求し十勝の美術活動の推進に奔走した神田日勝の志
にちなみ、地元十勝で活躍する美術作家約55名の作品が一堂に会する展覧
会です。2020年以来2度目の開催となります。日勝が見つめていたころとは
違う時代に生きる十勝の作家たちが醸し出す美術の世界。日勝が手掛けた
油彩・水彩・版画・素描の領域
に絞り、前後期に分けて展示
します。

2023.11.8（水）～2023.12.10（日） 鹿追町民ホール

開館30周年記念展Ⅳ   十勝水彩作家展
本展は水彩画の普及・発展につなげ
ることを目的とした、十勝管内の水彩
作家による展覧会です。神田日勝記
念美術館では2006年から2010年ま
で「水への誘い展」としての開催実績
があります。本展では、2023年に帯
広で開催の「第12回 水への誘い展」
に出品された作品から、思い出の作
品、自信作を展示いたします。

2023.10.3（火）～2023.10.10（火） 鹿追町民ホール

第29回 馬の絵作品展
当館では毎年全国の小中学生を対象に「馬の絵」の絵画コンクールを実施
しています。入賞・入選・佳作者の表彰式にあわせて、子どもたちの個性あ
ふれる応募作品を全点（約800点）展示いたしますので、ぜひ会場でご覧く
ださい。なお、本展終了後、入賞入選作品は巡回展にも出品されます。

巡回先：道立ゆめの森公園（中標津町）、苫前町公民館（苫前町）、帯広信用
金庫中央支店「おびしんふれあいギャ
ラリー」（帯広市）

第29回馬の絵作品展表彰式
日程：10/7（土）
会場：鹿追町民ホール

開館30周年を記念して、当館のコレクションの目玉である「半身の馬」
《馬（絶筆・未完）》について感想文を募集します。本展では全国の小学生
から一般の方々を対象とした応募作品のなかから、優秀作品を展示しま
す。

開館30周年記念事業   絵画感想文コンクール 優秀作品展

絵画感想文コンクール表彰式
日程：10/7(土)
会場：鹿追町民ホール

観覧無料

観覧無料

観覧無料

観覧無料

日程：2023.6.17（土）
会場：鹿追町民ホール

第29回 蕪墾祭
ぶ    こ ん  さ い

イベントのご案内

＊鹿追町民ホールは美術館に隣接しています。
＊会期やイベント内容が変更となる場合があります。ご来場前に当館HPおよびSNSにて最新
　情報をご確認ください。

神田日勝記念美術館の開館（1993年6月17日開館）を
祝して開催されるイベントです。例年、展示室でのコン
サートと友の会会員によるワインとチーズの交流会が
定番となっています。

日程：2023.8.27（日）
会場：鹿追町民ホール

日程：2023.12.8（金）
会場：神田日勝記念美術館
　　　鹿追町民ホール

ば　 こう　 き

第31回 馬耕忌
神田日勝の命日(1970年8月25日)にあわせて、その画
業を偲ぶ追悼会を開催します。本年は企画展「神田日
勝×岡田敦 幻の馬」展開催にあわせて、写真家・岡田
敦氏による講演会を開催します。

第21回 日勝祭

神田日勝の生誕祭（1937年12月8日生まれ）として、
各種講演やミニ・コンサート等を開催します。

※本展で展示される日勝作品は《馬
（絶筆・未完）》1点となる予定です。

※本展で展示される日勝作品は10点前後と
なる予定です。

神田日勝《風景（未完）》 1970年頃
神田日勝記念美術館蔵

岡田敦《Yururi Island 2017》2017年 作家蔵
©Okada Atsushi

神田日勝《馬(絶筆・未完)》 1970年
神田日勝記念美術館蔵

「第11回 水への誘い・水彩作家展」
（帯広市民ギャラリー、2022年）

「没後50年 躍動する十勝の美術作家展」(2020年)

第28回馬の絵作品展 文部科学大臣賞
別海町立上西春別中学校2年　吉本 萌夏

神田日勝《画室C》 1967年
神田日勝記念美術館蔵

渡邉禎祥《郷愁》 1968年
帯広百年記念館蔵

4校目

日




